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農
山
漁
村
滞
在
型
旅
行
「
農
泊
」
に
取
り
組

む
地
域
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
訪
れ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
若
年
層
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客

な
ど
、
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
者
に

も
分
か
り
や
す
い
ア
ク
セ
ス
・
周
遊
交
通
が
提

供
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
長
期
的
な
利
用
者
の
減
少
や
運
転

手
不
足
等
に
よ
り
、
農
山
漁
村
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
部
に
お
け
る
地
域
交
通
を
取
り
巻

く
状
況
は
年
々
悪
化
し
て
い
ま
す
。
各
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
運

行
に
お
い
て
は
、
平
日
比
で
の
需
要
減
少
や
住

民
を
裨
益
者
と
す
る
観
点
か
ら
、
土
休
日
を
運

休
と
す
る
・
利
用
に
際
し
て
数
日
前
ま
で
の
予

約
を
必
要
と
す
る
な
ど
、
観
光
需
要
に
対
応
で

き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

個
々
の
宿
泊
事
業
者
等
に
よ
る
送
迎
だ
け
に

頼
り
続
け
る
の
も
、
本
業
の
事
業
効
率
や
担
い

手
の
高
齢
化
等
の
観
点
か
ら
は
、
必
ず
し
も
現

実
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
過
去
に
行
っ
た
調
査
で

「
交
通
事
業
者
と
連
携
し
て
い
る
」と
回
答
の
あ
っ

た
１
０
９
の
農
泊
に
取
り
組
む
地
域
協
議
会
に

対
し
、
２
０
２
３
年
11
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
70
地
域
よ
り
回
答
を
得
ま
し
た
。

  

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
最
寄
り
駅
や
バ
ス
停
か

ら
農
泊
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
交
通
、
地
域
内
の

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
間
の
交
通
へ
の
課
題
」
に
つ

い
て
は
、
74
％
の
地
域
協
議
会
が
ア
ク
セ
ス

交
通
、
周
遊
交
通
共
に
課
題
が
あ
る
と
回
答
し
、

多
く
の
地
域
協
議
会
が
交
通
面
で
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

課
題
に
つ
い
て
は
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
が
観

光
客
に
対
応
し
て
い
な
い
、
バ
ス
の
運
行
経
路

が
観
光
客
に
対
応
し
て
い
な
い
と
の
回
答
が
多

く
、
地
域
の
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
・
運
行
経
路
が
共

に
観
光
客
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
バ
ス

の
運
行
が
な
い
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
な
い
、
タ

ク
シ
ー
の
台
数
が
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い

と
回
答
し
て
い
る
地
域
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
の
中
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
す
で
に
あ
る
地
域
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
観

光
に
携
わ
る
方
々
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
だ
け

の
ケ
ー
ス
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
地

域
の
方
に
も
認
知
さ
れ
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
は

来
訪
者
に
も
案
内
の
さ
れ
よ
う
が
な
く
、
い
ず

れ
に
せ
よ
何
ら
か
の
課
題
の
あ
る
状
況
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
多
く
の
地
域
協
議

会
が
課
題
の
解
決
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る

も
の
の
、
対
応
す
る
余
力
が
な
い
、
何
を
す
べ

き
か
分
か
ら
な
い
と
の
回
答
が
半
数
あ
り
、
地

域
協
議
会
内
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
難
し

い
問
題
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
回
答
は
過
去
に
「
交
通
事
業
者
と
連

携
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
１
０
９
農
泊
地

域
の
う
ち
70
地
域
か
ら
の
回
答
に
お
い
て
把

握
さ
れ
た
数
値
で
あ
り
、
６
２
１
の
農
泊
地

域
全
体
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
か
、
よ

り
課
題
の
あ
る
状
況
が
生
じ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　　

そ
れ
を
踏
ま
え
、
今
般
、
２
０
２
３
年
度

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
と

し
て
、
株
式
会
社
時
事
通
信
社
に
全
国
の
農

山
漁
村
地
域
に
お
い
て
観
光
ア
ク
セ
ス
・
周

遊
交
通
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を

取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
交
通
の
確
保
に
向
け
た
処
方
箋
は
一

つ
で
は
な
く
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取

り
組
み
が
必
要
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
場
合

で
も
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
す
る
交
通
が

確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
関
係
者
の

「
連
携
と
協
働
」
が
不
可
欠
で
す
。
地
域
の

観
光
交
通
に
問
題
意
識
を
持
つ
地
域
協
議
会

の
皆
さ
ま
が
、
地
域
の
交
通
事
業
者
や
自
治

体
の
力
を
借
り
つ
つ
課
題
解
決
を
目
指
す
に

当
た
り
、
本
解
説
書
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
切
に
願
い
ま
す
。

農
泊
地
域
に
お
け
る
観
光
ア
ク
セ
ス
交
通
・
周
遊
交
通
の
確
保
に
向
け
て

農
林
水
産
省 

農
村
振
興
局 

都
市
農
村
交
流
課 

農
泊
推
進
室 

企
画
官
　
石
井 

信
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課題について以下で当てはまるものを選択してください。 （複数選択可）

①アクセス交通、 周遊交通共に課題がある。

②周遊交通に課題がある。

③アクセス交通に課題がある。

④課題はない。

最寄り駅やバス停から農泊地域へのアクセス交通、

地域内の観光コンテンツ間の交通に課題があると感じていますか。

課題への問題意識

①課題の解決を図りたいが、 対応する余力がない。

②交通事業者と連携して取り組んでいきたい。

③課題の解決を図りたいが、 何をすべきか分からない。

④交通の確保は自治体や交通事業者が対応すべきであり、

　 特に連携を含む取り組みを行う予定はない。

⑤課題を解決するため、 協議会 （農泊関係者） と

　 して取り組みを実施したい。

農
泊
地
域
に
お
け
る
観
光
ア
ク
セ
ス
交
通
・
周
遊
交
通
の
確
保
に
向
け
て

農
林
水
産
省 

農
村
振
興
局 

都
市
農
村
交
流
課 

農
泊
推
進
室 

企
画
官
　
石
井 

信

①バスの運行ダイヤが観光客に対応していない。

②バスの運行経路が観光客に対応していない。 （宿や関連施設からバス停が離れている）

③バスの運行がない。

④タクシー会社がない、 またはタクシーの台数が十分に対応できていない。

⑤宿や関連施設が送迎を担っているが、 本業の負担となっている。

⑥宿や関連施設が送迎を担っているが、 高齢化等により持続性が懸念される。

⑦その他
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地域で観光も含めた交通を整備していくにはどういった観点が必要なのか。
若菜 千穂　

NPO 法人いわて地域づくり

支援センター常務理事観光交通

空港 ・
拠点駅

アクティ
ビティー

観光資源

観光二次交通

送迎

観光地 ・ 宿

生活交通

中心
市街地

市街地
家

家

中心集落

支線
交通

専門病院、 総合病院、
百貨店、 大学

小学校、 中学校、
スーパーマーケット

小学校、 商店

生活圏域 市町村 地域 ・ 小学校区

支線
交通

地域内
交通

レベル 1
公共交通は分かりにくいため、 使い方まで含めた説明が必要

口コミが一番効果的周    知

レベル 2
公共交通は一人ひとりにどこまで寄り添える

かどうかがとても重要。 そのためには、 丁寧な

ニーズの把握が必須。 行政では限界がある
周    知

運行計画を
一緒に作る

レベル 3
地域ごとにニーズは異なる

行政は差を設けられないので、

住民主体が必須
周    知 運行計画を

一緒に作る
運営主体

レベル 4
必要な人に直接

サービスが届けられる

予約の負担軽減を図る
周    知

運行計画を
一緒に作る

運営主体
予約

取りまとめ

レベル 5 周    知 運行計画を
一緒に作る

運営主体
予約

取りまとめ
運行する

チームをつくる

 それほど多くなく、 １０人程度　

 女性も必ず入れる　

 観光客に関わる機会のある人も参加

地域の交通を知る
 バスや鉄道に乗ってみる

 自分たちで時刻表を調べるところから

観光移動の実態を知る
  宿泊施設の場所を地図に色塗りする

  観光客にヒアリングしてみる

無理なくできる範囲を決める
  やる側ファースト

  どの範囲までをやるか

小さく始めてみる   実験運行

育てていく   機能を増やす

農村地域づくり ・ 交通計画の専門家である若菜千穂氏に伺った。
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　　[ 北海道 ] ひがし北海道

　　[ 北海道 ] 鶴居村

　　[ 静岡 ] 沼津市 

　　[ 京都 ] 南丹市  美山町

　　[ 和歌山 ] 白浜町  南紀白浜空港

　　[ 徳島 ] つるぎ町
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... . . . .P.11

... . . . . . . . . . . . . . . . . .P.13

本誌での「アクセス交通」とは・・・

6
エリア

観光客が空港や駅などのハブとなるポイントから
目的とするエリアに向かうための移動手段と定義しています。

※データ欄で特に記載がない場合は 2023 年 12 月時点の
　人口です。

1

2

3

4

5

6



DMOが観光マーケティング調査に
基づいて空港と観光地を結ぶバスを運行し、
サブスクリプションで販売することで
広域での周遊を促している事例

北海道 ひがし北海道 ( 道東 )

　

空
港
と
観
光
地
間
の
二
次
交
通
網
が
乏
し
く
広
域
で
の
周
遊

観
光
ル
ー
ト
構
築
が
難
し
か
っ
た
道
東
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
ひ

が
し
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
二
次
交
通
を
整
備
す
れ
ば
、
運
転
免
許
不
保
持
者
や
普

段
運
転
に
慣
れ
な
い
者
も
多
い
20
〜
30
代
の
広
域
の
周
遊
需
要

が
見
込
め
る
こ
と
が
分
か
り
、
交
通
事
業
者
を
巻
き
込
ん
で
利

便
性
の
高
い
二
次
交
通
の
整
備
を
進
め
た
。

導
入
の
背
景

1
北海道 

ひがし北海道
( 道東 )

　

ひ
が
し
北
海
道
自
然
美
へ
の
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
(以
下
、
ひ
が
し
北
海

道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
)
が
主
体
と
な
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
バ
ス
事
業
者
と
連
携
し
て
、
空
港
や
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
と
複
数
の
人
気
観
光
地
間
を
結
ぶ
、
予
約
制
バ
ス
「ひ

が
し
北
海
道
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
」
を
観
光
シ
ー
ズ
ン
限
定
で

運
行
。
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
と
各
交
通
事
業
者
の
空
港
連
絡
バ

ス
や
一
部
観
光
地
の
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
を
含
ん
だ
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型

「乗
り
放
題
パ
ス
」
を
販
売
。

概
要

　

ひ
が
し
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
乗
り
放
題
パ
ス
発
行
と
エ
ク
ス
プ
レ

ス
バ
ス
の
経
路
・
価
格
設
定
や
適
用
範
囲
な
ど
を
各
社
と
調
整

し
た
。
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
に
つ
い
て
は
協
賛
宿
泊
ホ
テ
ル
に

旅
行
期
間
中
１
泊
以
上
す
る
こ
と
を
利
用
条
件
と
し
た
ツ
ア
ー

バ
ス
と
し
て
、
第
３
種
旅
行
業
登
録
を
持
つ
協
力
旅
行
会
社
が

予
約
を
受
け
付
け
、
地
元
バ
ス
会
社
に
よ
る
貸
し
切
り
運
行
と

す
る
こ
と
で
実
現
。

運
行
方
法

費
用
負
担

　

ひ
が
し
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
お
け
る
乗
り
放
題
パ
ス
の
発
行
に

要
す
る
シ
ス
テ
ム
経
費
等
、
二
次
交
通
の
整
備
に
必
要
な
費
用

と
し
て
２
０
２
３
年
度
は
約
８
０
０
万
円
。

　

事
業
収
入
に
加
え
て
、
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
の
事
業
に
当
た
っ

て
は
公
益
社
団
法
人
北
海
道
観
光
振
興
機
構
の
助
成
や
各
宿
泊

施
設
か
ら
の
協
賛
を
受
け
て
運
営
。

　

エ
リ
ア
を
ま
た
い
だ
二
次
交
通
を
確
保
し
た
こ
と
で
周
遊
範
囲

が
広
が
っ
て
い
る
。
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
整
備
を
す
る
こ

と
で
滞
在
日
数
や
滞
在
中
の
消
費
単
価
の
上
昇
な
ど
も
期
待
で

き
る
。
各
地
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
魅
力
的
に
並
べ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
で
機
会
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
も
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
盛
況
。

効
果

網走˚車ˌ˾̢̢̢̘͕̹̑̀ㄙ号

˥ʿˊ北海道Ƀɏɒˡ̶̡͇̱͊͜

͓̑̋

>人ࢩˢ各௧合振興局ˡষႁ˻˽

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
ひ
が
し
北
海

道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
顧
客
の
行
程
に
沿
っ
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
情
報
共
有
、
行
政

を
ま
た
ぐ
観
光
地
間
の
二
次
交
通
の
運

行
、
観
光
フ
リ
ー
パ
ス
の
販
売

(体
験

や
交
通
関
係
) 

を
担
い
、
観
光
協
会
等

の
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
主
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の

磨
き
上
げ
に
注
力
す
る
と
い
う
役
割
分

担
と
し
、
密
に
連
携

エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
は
人
気
の
高
い
網

走
の

「網
走
流
氷
観
光
砕
氷
船
お
ー
ろ

ら
」
や
紋
別
の

「ガ
リ
ン
コ
号
」
の
時

間
に
合
わ
せ
て
下
車
観
光
の
時
間
を
設

け
た
り
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

「Ｓ
Ｌ
冬
の

湿
原
号
」
と
の
接
続
が
あ
っ
た
り
す
る

な
ど
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
結
果
を

踏
ま
え
た
柔
軟
か
つ
戦
略
的
な
ル
ー

ト
・
ダ
イ
ヤ
設
定
を
行
っ
て
い
る
。
２

０
２
４
年
冬
か
ら
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ

ス
は
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
株
式
会
社
と

の
連
携
に
よ
っ
て
飛
行
機
の
発
着
時
間

と
の
接
続
が
よ
り
改
善
し
た

ひ
が
し
北
海
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
事
務
局
長
が

「エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
」
の
コ
ー
ス
を
説

明
し
な
が
ら
周
遊
す
る
動
画
な
ど
も
発

信
・
周
知
し
、
予
約
へ
誘
導
。
乗
り
放

題
パ
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
可
能

そ
の
他
参
考
と
な
る
情
報

● ● ● 

人ࢩȦȸȯȴȫȸȴȸ人 Șȱȯȱȯ年時ലș

࿐୭ Ȧ約ȲȰȫȯȯȯ⼰ Ș北ཅႎൌ̅˂ș

人ࢩ密度 Ȧ約 ȱȸȭȱȱ人 Ȯ⼰

˥ʿˊ北海道ˢ多ု˝交通̶̬̱

͘ʏ̘̅持˖˙ʷ˾

̢̢̢̘͕̹̑̀˛接続ˊ˙ʷ˾ȝ
ɖɎȝ冬ˡ湿原号

網走流氷観光砕氷船ʽʏ̀˼

ʚȱȯȱȳ年冬ȝ˥ ʿˊ北海道̢̢̢̘͕̹̑̀ʛ

ㄚ種Ⴀˡ̜ʏ̢ʿʵ˾

̞̱̏̐̿̍ˡ乗˽放題̢̺લ٨̓ʏ̡

秋田県

青森県

北海道一般社団法人 
ひがし北海道自然美への道ＤＭＯ

アクセス交通

■ 取り組み主体

■ 交通課題


